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原案（町長が提出した予算案）に反対の　討　論 寺　嶋　　正　議員
　令和３年度松田町一般会計予算の原案について反対の立場から討論を行います。町の一般会計予算は65億
7,000万円で、前年度対比15億円の増となっています。歳入の主なものは、町税14億9,396万円、地方交付
税９億500万円、国庫支出金12億1,546万円、町債16億8,390万円となっており、松田小学校整備事業債
12億円余の大幅増によるものです。地方債の令和３年度末現在高見込み額は、62億245万円で前年度対比13
億2,659万円の増となっています。
　町財政はコロナ禍に伴う経済情勢の悪化を受け、地方税等の大幅な減収、福祉や子育て関連による扶助費、公
債費の増加、公共施設の老朽化による維持管理費の増額など厳しい財政運営が予測されます。今後も引き続き町
政運営の根幹となる自主財源の確保等に取り組み、町有地の有効な活用、空き地や未利用地の住宅地への誘導な
ど進めることが大事です。このような状況の下で、松田小学校整備事業は令和４年度末まで31億5,500万円を
投資し、そのうち町債は19億8,900万円の借金となりますが、長年の懸案である小学校建設が行われることは
評価します。
　次に今後の課題として、足柄上地区で検討されている資源循環型のごみ焼却施設建設事業費、足柄東部清掃組
合のごみ焼却施設の延命化事業費、小田原消防署の分署整備事業費など町財政への負担が大きい事業が見込ま
れますが、これらの財政推計が出ていない中で新松田駅北口駅前整備に着手しようとしています。概算では、駅
前広場整備は14億円、連絡通路は10億円、集約施設は25億円となっており、新松田駅北口整備全体事業費は
49億円、そのうち公債費は12億2,800万円という財政推計も出ています。当面、借金残高も借金返済も大幅
に増えることから、町の財政負担がさらに大きくなり財政悪化と町民サービスの低下を招く恐れがあります。し
たがって、新松田駅前北口広場整備については時期尚早ということで反対します。
　次にジビエ処理加工施設詳細設計・施工管理委託料及びジビエ処理加工建設工事ですが、周辺住民への合意、
施設運営の担い手確保、建設費・設備設置経費及び施設運営経費などの算出、使用料の算出及び条例の提案、具
体的な広域行政としての運営方法を示すこと。さらに参加する近隣市町の財政負担などについて近隣市町の首長
の合意を得て、協定書などで確約を取ったうえで町民へ周知すること。
　次に新型コロナウイルスのワクチン接種と感染防止対策について述べます。新型コロナの収束への有力な手段
としてワクチンへの期待がある一方、不安の声もあります。ワクチンの安全性・有効性、副反応などのリスクを
町民に明らかにすること。ワクチン接種が一日も早くできるよう関係機関に働きかけるべきです。引き続き、コ
ロナウイルス感染防止対策をしっかり行うことを申し上げて一般会計予算の反対討論とします。

れない。
　松田町が、人口研究所の見直しで、減少予測を多少改善されたのも、他の町がやらないことを考えながら、一
歩一歩進めてきたからです。前例がないことをやる覚悟と知恵。それを厳しくチェックしながらも、どうやった
ら実現できるのかを考える、これが議会に求められています。
　委員会では駅周辺地域整備促進支援業務委託料900万は認めているので、交渉がストップするわけではな
い、とのことでしたが、設計もなく予算の裏付けもない中で、国、県、小田急、JR、地権者などと、どうやっ
て具体的な話をするのでしょう？町が本気を見せなければ、せっかく積み上げてきたものが中断し、また話を再
開できたとしても、１年の停滞は大きい。信頼を取り戻すのに倍以上かかります。その方が税金の無駄遣いにな
るでしょう。
　したがって私は、債務負担行為の削除修正も、他の凍結要請もしないで、原案に賛成いたします。委員会独立
の原則により、本会議場での採決は委員会に縛られませんので、一人でも多くのご賛同をお願いします。

修正案（委員会が修正した予算案）に賛成の　討　論 田　代　　実　議員

　予算審査特別委員会報告の修正案に対して、賛成の立場で討論を行います。令和３年度一般会計予算につい
て、町長は未来の松田町に投資するためのものであるとの説明でした。私は総論としては賛成ですが、町を借金
地獄にして子や孫に遺恨を残してしまう事業については、修正するべきだと判断しました。
　始めに、新松田駅周辺整備事業を令和３年度から着手するのは時期尚早と考えます。令和13年度までの11
年間に、新松田駅北口整備に係る総事業費は49億円とのことです。これは町民からの要望が多く、これまでの
街づくりの懸案であった北口駅前広場整備事業です。しかし、現在進められている松田小学校整備事業は、町始
まって以来の大型予算で31億5500万円です。この２つの事業は80億円以上になり、借金返済は延々と続き
令和30年度になっても残ってしまいます。


